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近代 における島根県下の教育について





特に力を注 ぎ全国に小学校設置を奨励 していったのである。島根県下でも近世(江 戸
時代)か ら既に初等教育はある程度普及していたが、政府の施策に刺激 され各藩の藩
学則の改革が次々と行なわれていった。学則の改革を皮切 りに 「山間僻地」 といわれ
た本県にも、寺子屋を主とする庶民教育機関が大幅に増加していくのである。




受けなが らその都度実施 ・改革 し現在の初等教育の原形ともいえる教育機関が誕生し
ていった。














ように思う。このように考えると、地域社会と教育の関係は古 くて新 しい問題 といえる。
声高に地域社会 ・家庭 ・学校の連携が叫ばれている今 日 「地域社会と教育」について今一度
再考してい くことは意義深いと考える。
筆者は、島根県における過去から現代に至る学校 と地域社会の関わ りについて探 り今後の教





2.幕 末期 から明 治維新期の島根県下の教 育





治郷の時に明教館 と改称され、館舎 も増築されている。天明4年(1784)の ことである。聴講
者のために 「明教館教導条 目」が定められていた。条目は、入等に始まり初等、八等七等から
一等 まで十階級 に分かれ進級 してい く課程をとっていた。その内容の一部を記すと、例えば初
等では五経の素読 ・会読 ・独講ができることとしている。六等では、御用会添講勤め ・他国修
行許可 ・筆談会許可がで きるとなっている。一等では、詰番を勤むるとしている。
文久3年(1863)松 江藩は、城下の各地に散在 していた文武の教場を一ヵ所 に集めることと
し、文武館を建設 した。「本藩にては既に儒学 ・洋学 ・軍学 ・数学及剣 ・槍 ・弓馬等の諸学諸技
を採用 し、文武学芸相待て日常の実際に資 し、且つ和漢洋の長所を採 り、折衷調和以て時勢 に
応ずる所あ らんとせ り」 と 『松平安定公伝』(1)にはある。長州戦争に見 られる幕末の情勢 に対処
していこうとする意図が見 られる。
慶應元年(1865)工 事が完成 し、修道館 と改称 して開校 した。修道館には22の 稽古場 を設置
している。すなわち、学問所(儒 学)・ 越後流軍学所 ・国学所 ・英学所 ・蘭学所(後 に洋学所


















区 分 教 科 書 教授法 ・順序 ・時間
日本記 ・神代 正語 ・古事記 ・万 葉集 ・先代旧事本記 ・ 句読 講意 輪講 質問ノ順。
皇 学 所 神代記伝 ・和 名類聚抄暦朝詔詞解 ・詔の玉緒 ・天津祝 一 カ月十九 日間 前十六 日間ハ三時。
詞考 後三 日間ハニ時。
経 書十 三経 ・邦典 ・歴 史二十 二史 ・子書 ・集書 ・字 句読 返講 独看 質疑 対読ノ順。
漢 学 所
書 ・叢書 詩文兼授。 時間不 定。
単 語篇 ・小文 典 ・地理 書 ・万 国史 ・小 来国史 ・英 国 文典ハ購読 ヲ授 ケテ詞 ノ種類変化 ヲ教ヌ。
洋 学 所 史 ・修 身書 地理 ・物理 ・歴 史 ・修身書等ハ購読或ハ輪講。
時 間規定 ナシ。
算術 ・六章 ・税務 ・椿類 ・数量 ・材割 ・差分 ・利算諸 算術 ・定位 ・開立 ・随毛 ・点鼠 ノ順。
件 ・利 息前集後集 ・求積 ・算梯 ・接術方税前集後 集 ・ 授業 日数ハ毎 月10日 。
算 術 所
求積 還源 ・容術 ・内積算術 ・交会 ・和漢算法記 ・諸方 時間規定 ナシ。
根 源記 ・奇偶算 天元指南 ・通等解 ・演段伝
医学所については、天保15年(1844)藩 主の命で漢学教授山村良純が希望者を集めて行って
いたが、明治3年(1870)正 式に医学所を設立している。翌4年 には、皇学校 ・漢学校 ・洋学
校 ・医学校の各学校が統一された。学校維持費はすべて藩費で賄われていた。
(考察)
出雲国の藩らしく皇学所に 「神代正語」 ・ 「神代記伝」等神話の国らしい教科書が見受けら
れる。当藩では特に算術が盛んであったことが教科内容の多さからも窺える。
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ハ.母 里藩について
明和年間(1764～71)に 漢学校 を設立し、文政年間(1818～29)に は算術場を開いている。
天保年間(1830～43)に は松江藩から儒者を招いて明徳館 を設立している。
これに対して、藩内の大塚村(現 在の安来市)で は郷校設立の動 きがあった。農 ・工 ・商の
子弟のための学校である。藩に対 して慶應2年(1866)か ら請願 し、明治元年(1868)郷 校 と
して公認された。 しかし、藩校へ も農 ・工 ・商の子弟の教育を認めたことにより明治3年 には
廃校 となった。藩校 と郷校の教授内容は次の表2(3)の とおりである。
表2母 里藩 ・大塚郷校の教育内容
(皇学校については不詳の為不記載 算術場については広瀬藩校教科書と同じ為割愛)
区 分 教 科 書 教授法 ・順序 ・時 間
漢 学 校 経書十三経 ・邦典 ・歴史二十二 史 ・子書 ・叢書 ・字書
句読 ・返 講 ・輪講 ・読看 ・質疑 ・対読 ノ順。詩
文兼授。先進生徒二後進生徒 ヲ指 導サス
大 塚 郷 校




















石見国の津和野 ・浜田両藩は、既に近世期 より 「国学」を積極的に取 り入れてきてお り互い
に藩 として影響を及ぼしながら次第に尊皇論に傾倒 していったと考えられる。これに対 して親
藩である松江藩また、支藩としての広瀬藩は幕末になるまで儒学中心的傾向にあったといえる。
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松江藩では郷校の設置、教導所の育成そ して女学校 を新 しく創設 している。以下、順に記 し
てい くことにする。




ミコ トを祀った。明治2年(1869)館 内に兵学校を設け、同3年 には南寮 と北寮を新設 した。
洋医学校は病院を付属 して西寮としている。南寮では皇漢学を教授 し習書を附属 とし、北寮で
は洋学を教 えて数学を附属 させた。同4年 の学則改正にあたって公布 した 「論達書」の一節に
は、「……究竟朝廷 に於て飽 くまで人材御渇望の時なれば、教官及生徒各其方向を誤らず、学問
勉励 して一息の問も怠慢あること勿れ」 と述べ られ修道館教育の目標 とともに学問勉励 して朝
廷渇望の人 となることを期待 している。
南学には文章科 ・明法科 ・明経科 ・紀伝科の四科があり一等、二等に分かれ16歳 以上の者が
学んでいた。北学は文科 ・法科 ・理科の三科で初等か ら一等までとなっていた。西学は一等か





学ハ人倫 日用 ノ道 ヲ学 フノ ミ、豈二貴賤尊卑 ノ別 アラ ンヤ、従来松江二修道館 ヲ設 クルモ、固ヨリー国
ノ人 ヲシテ皆道 ヲ修 メシメ ンカ為 ナ リ、然ルニ唯此一所 ニシテハ衆人 二及 ホシ難ク、卒二学ハ士族 卒ノ事
ニ シテ、農工商買ハ皆学ハ スシテ止ムヘキモノ ト思 フ者モ アルニ至 レリ、夫 レ人学ハ サ レハ以テ人タルヘ
カラス、(途 中略)甚 シキニ至 リテ己力姓名 スラ書 シ得 サル者 ア リ、嘆スヘキノ至 リ
ナ リ、然 レ トモ此 レ庶民 ノ罪ニア ラス、学制ノ立サ ルヲ以 テナ リ、故今新 二教導所 ヲ設 ケ、其学則 ヲ定メテ
ー人 ノ学ハサ ル者無 ク、各 其良性 ヲ達スル コ トヲ得セ シム、(途 中略)尚 学問ノ蘊奥 ヲ
極メ ン ト欲スルモ ノハ修道館二入テ之 ヲ学フヘ シ……明治四年五月 松江藩
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広瀬藩校は、漢学所 をはじめ医学所 ・皇学所 ともに今まで仮のものであ りこれ らを統合 して
明治4年 「修文館」 とした。明治2年 よ り藩学振興のため 「勧学告諭」を発 して藩費による遊
学の制度等積極的に人材の養成を図っていた。
庶民の子弟が入学許可 となったのは、同4年11月 のころである。その期間は極めて短 く、明
治5年 の学制頒布を前に閉校 となったが、常に教育の中心 として指導的地位を県内で も確立し
てい くこととなるのである。
ハ.母 里藩について
母里藩 も松江藩 ・広瀬藩から人材を得ながら発展 してきた。藩校には入学の決まりはなかっ
たが、ほとんどが幼少の頃より入学している。明治2～3年 頃より士卒の子弟は九歳になると
入学が義務づけられまた、藩費遊学の道 も開かれた。この頃より庶民の子弟の入学も許可され
ている。先にも記 したように当藩で注 目すべ きは郷校であろう。郷校は、他県にも見 られるが、
学制施行以前に庶民の教育機関なが ら藩が公認 し支援 したという点は見逃せないことであろう。
明治4年(1871)7月14日 は、天皇が 「廃藩置県」の詔書を出し三府三百二県が成立 した年で
あった。
島根県 も松江県 ・広瀬県 ・母里県 ・浜田県の四県が成立 した。松江県は明治4年10月 「女学
則」を制定 している。設置場所 は松江に四カ所で女学は士族卒族の子女で七歳か ら十三歳まで
の者だけが入学できるとし、農 ・工 ・商については 「教導所二於テ男女区別ヲ厳ニシテ之ヲ教
フ」 と定めた。松江県に最初の女学校が創設され、対象者が限られてはいたが子女に教育の機
会が与えられた事実は大 きいことである。女学則表は表4(5)の とおりである。
教育は上中下の三等に分けられ、素読 ・習書 ・算術の三科 目であった。中等以上は縫織を学
ぶ ものとした。学習時間は、朝7時 頃か ら午前ll時 頃までであった。中等以上の縫織は、午後
表4女 学則表
上 等 中 等 下 等
素 読 明倫歌集 ・烈女伝 ・世界国尽 大統 ・地名 ・孝経 ・論語 女小学 ・女大学
習 書 大統 ・地名 但真行草 ノ内ヲ以テ 女用文章 五十音片仮名平仮名 ・数字 ・方名 ・干子 ・女今川
算 術 見一 ・寄算 八算 九々 ・割声但暗記
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1時 頃より4時 くらいまで課せ られていた。
(考察)









それ まで一 人で外 出 したことはなか ったの に、毎 日魚 町の家 を出て、途 中で殿 町の修道館へ よってお く
わさんを誘 って一緒 に普 門院の学校へ通 ひました。学校 のこ とは普通 にやは り「女学校」とい ったでせ う。
女学生 は「生徒 」と呼 んだ と思 われますが、その辺確 かに覚え ません。人数 は大勢 で百人では きかなか っ
たようです。士族の女子 ばか りで、士 族の女子 は全 部出る様 との ことだったのだろ うと思われ ます。士
族の 中で も身分 の低 い御台所方 のものまでい ま したが、商売人 の子 は一人 もいませ ん。
一六 の 日の外 出は、毎 日朝ご飯 を食べ るとす ぐ出かけ、御昼 には返 って きま した。裁縫 はや りませんで
した。或 いは午 後か ら年上 の人はや っていたのか もしれませ んが私 は知 りませ んで した。
学 制が発布 になって、制度が変わ り新 しい学校 が出来る とい うことで女学校 がやめ にな りました。大
変惜 しい ことだ と皆 でいって居 りました。折角本 を習いかけてい たか らとい うので、お くわ さん と玉井






















に包蒙学館 を開き歴史 ・倫理等明治40年 まで教育 してお り私塾として異色の存在であった。
(考察)
松江藩は幕府 と格別の間柄にあり、新 しい時代を迎えるにあたって結果的に新政府 との関係
は思うにまかす ことができなかったのが現状である。このことが藩政にも左右 し、それ故尚更
に、教育事業に力 を注 ぎ 「教育の力」によって人材の育成 ・藩の将来性に賭けたのではないだ
ろうか。
近世(江 戸時代)に おける教育は、藩主及び藩士の子弟のための教育 としての藩校 と庶民の
教育としての私塾 ・寺子屋がそれぞれ無関係に存在 していたと考えられる。 しかし、近代(幕
末期 も含めて)に 入って藩校 を庶民に開放するとともに、積極的に郷校 ・教導所を設立 してい
く姿がみ られ庶民教化の糸口ともなっているのではないだろうか。庶民の教育機関であった私
塾 ・寺子屋が学制頒布に向けて初等 ・中等教育の土台になったともいえる。
4.学 制 期か ら教育令 及び改正教 育令期 の島根 県下の教育
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私立小学数は22校 でその中の20校 が夜学であった。田部小学と山本小学の2校 が夜学ではない。
教員は2～3名 が最 も多 く4名 が2校 である。生徒数は少ないところで15人 から多いところが
80人 で大体30～40人 が一番多い。ほとんどの学校が明治7年 に設立されている。学制期の私立












設置された学校数は浜田 ・島根県 ともに明治6年 に比べ同8年 には圧倒的な増加数である。
次に学校の規模その他の状況を見ると、全体の75.6%が 借用 した建造物を利用していることが
わかる。 しか し、浜田県に47校 も新築校舎があったという事実は他に比較 して注 目される。島
根県の場合 も学校の規模は同じく借用が91.7%で あり新築校舎 も少ない。ただ教員数は浜田県




表6学 齢児童就学歩合(%)表7教 育令期における県下(出 雲石見隠岐)の 小学校数
全 国 島 根 ＼ 明治12年 13年14年15年16年17年18年 19年激 男1女1計 男1女1計 校i計 校数1計 校数}計 校数1計 校数1計 校数i計 校数1計 校数1計
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(考察)
明治7年 、30%を 越えたもののその後の就学率は横 ばい状態である。男女別に見ると、それ
ぞれ7年 か ら12年 までの平均は男子が52%、 女子が12%で 極端に低いのが目立っている。全国
と比較 しても明治8年 を除いて下回っていることがわかる。
「各地方二於テハ毎町村或ハ数町村連合シテ公立小学校 ヲ設置スヘシ 但町村人民ノ公益 タ
ルヘキ私立小学校 アル トキハ別二公立小学校ヲ設置セサルモ妨ケナシ」は、教育令第九条の規
定である。実際の県下の小学校設置状況はどうであったのだろうか。先の表7(10)の とおりであ
る。設置状況 を見 ると、明治12年 は公私合わせて635校 であったが、翌13年 と14年 には660校 を
越え約30校 の増設が見 られる。さらに地域別にみると、増加分のほとんどが出雲国におけるも







全 国 島 根
≧ミ1男1 女1 計1 男1 女 i 計
明
13 58.7 21.9 41.1 56.0 14.7 36.6
14 60.6 24.7 43.0 64.1 24.8 45.1
15 64.6 31.0 48.5 71.9 36.5 54.7
16 67.2 33.6 51.0 74.3 36.5 56.0
17 67.0 33.3 50.8 67.5 28.0 48.3
18 65.8 32.1 .., 65.9 28.2 48.1






5.第 一小学校令期 ・第二小学校令期 ・第三小学校令期の島根県下の教育
明治19年3月 か ら4月 にかけての諸学校令(帝 国大学令 ・師範学校令 ・小学校令 ・中学校令)
は、学校体系の根幹 となる学校について学校種別に定めたもので、学制や教育令が学校制度全
般について規定 していたのを改め、今後の教育法制の範となったものであった。
小学校令では、尋常 と高等に区分され尋常小学校は4年 を義務教育 とした。教科 目は、小学
校令の中で規定 されたが尋常 ・高等いずれの科 目にも 「修身」 ・ 「読書」 ・ 「作文」 ・ 「習
字」 ・ 「算術」が基本科 目として盛 り込まれている。
種々の学校令を制定する際基本 とされたことは、国家主義体制の確立であ り、「教育は国家の












(1)教 育内容 を児童の年齢や能力 を考慮 して整理統合 し、教則の制定権を文部大臣とし教
育内容に対する国の規制強化 を図る。
(2)文 部省が積極的に教科書編集に係わるようにする。
(3)小 学校課程の種類の単一化 を図るため、尋常小学校 を4年 制 に統一 し、高等小学校の
専修科を廃止する。
(4)学 齢児童就学の督励 を一段 と強化 し、就学義務 の徹底 を期 し正当な理 由な くして児童
を未就学 した保護者に対 して科料処分する。
(5)尋 常小学校の体操科を必修 とし、体操場の設置 を義務づけ、幼稚園 ・盲唖学校 の小学
校付設を認める。教員免許状を持たない雇教員の制を設ける等々。
明治33年 改定の小学校令で尋常小学校 を四ヵ年の課程に統一 し、これを義務教育 と定めた。







































近代 における島根県下 の教育 につ いて(松 本 芳子)
就学奨励の方法については、各市町村が独自に規定を設けているが、就学奨励策として注 目
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明治33年 にすでに90%を 越えてお り全国平均 を10%以 上、上
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近世期の形態を受け継いで最初の大変革は 「学制」であ り、それまで独 自に展開 していた教
育制をはじめて公教育制度とし小学校 を義務教育とする構想であった。
明治の国家 目標 としての学制にはじまりその後教育令、改正教育令が公布 されさらに小学校
令も第一次 ・第二次 ・第三次 と幾多の変遷を繰 り返 しなが ら国の初等教育機関が確立 し整備さ
れていった時代であったといえよう。
教育改革の流れの中でその教育 目標 も最初の 「国民皆教育」か ら 「国民養成教育」へと国民
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